
愛媛大学共通教育科目の中で展開す
る環境ESD指導者養成カリキュラム

小林　修
愛媛大学農学部森林教育・教育分野

平成18年度現代GP採択事業
瀬戸内の山～里～海から人がつながる環境教育

～大学と地域との相互学びあい型環境教育指導者育成カリキュラムの展開～

http://web.agr.ehime-u.ac.jp/~seto-eesd/

カリキュラムで養成する人材像
自然環境，社会・文化と経済の3つの視点に立って俯瞰的に
現状をみる力を育成する（ESDの基本的な視点の育成）

自ら地域に出向き，地域から地球規模の環境の諸問題につい
て自ら気づく能力を育成する（課題発見能力の育成）

グローカル精神に基づき，その問題についてさまざまな方向
から考察して問題の解決に取り組むことのできる知識と技能
を育成する（問題解決能力）

地域のさまざまな意志決定レベルを通して問題を解決しかつ
新しい価値を創造することに積極的に働きかけることのでき
る態度を育成する（社会参画意識の育成）
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環境ESD第II期カリキュラムモデル
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実践スキルの確認

成果の公表・外部評価

環境ESD企画案の公表・外部評価

フィールドワークの事前知識
フィールドワークの観察視点の育成

インターンシップ
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フィールドでの座学実感を主体にしたワーク
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※地域：重信川流域

指導者スキルの体得
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受講生のニーズ
大学生
入学前から環境問題に関心がある
分野横断的な学習に興味がある
フィールドワークをへの参加動機が強く，経験不足を補
いたいという希望が強い
環境ESD受講生は，リーダース養成，食育プログラムな
どの受講にも強い意欲がある

社会人受講生
シニア世代における環境ESD実践者が多い
これまでの実践活動に対する学術的な裏付けを期待
フィールドワークにおいても経験よりは学術的な裏付け
を得ることに満足



カリキュラムの副次的効果
共通教育認定科目履修制度により，履修分野
の片寄りを無くし，自然，社会文化，経済分
野の授業からバランス良く履修するしくみを
確立

学部専門科目の履修に際しては，受講生が自
信に学習目標を立てさせることにより計画的
な履修と履修動機の向上を促すことができ
た。
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環境ESD第III期カリキュラムモデル
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フィールド関連講義・課題認識作業
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大学院（レベル）

指導者スキルの体得
EESDをコーディネイトできる人材
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Asia-Africa Inovation Center for Sustainability
の設立

インドネシア，モザンビーク他


